
 

 

 

 

 

 

 

 

大学改革この１年 
－広島大学の改革の歩み（平成２２年６月以降の取組を中心に）－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 
 
 
 

建学の精神（昭和 25 年 11 月） 

○ 自由で平和な一つの大学 

理念５原則（平成 7 年 10 月） 

１．平和を希求する精神 

２．新たなる知の創造 

３．豊かな人間性を培う教育 

４．地域社会・国際社会との共存 

５．絶えざる自己変革 
 

学長室 学長支援グループ 

平成 23 年 7 月 作成 



◎ 大学の改革に向けての方向性 

☆ 広島大学の長期ビジョン ―10 年から 15 年後の広島大学像― の策定（平成 21 年 6 月） 

○ 本学が目指すべき方向：ナショナル＆リージョナルセンターとしての総合研究大学 

1. 理念 5 原則の再確認と具体的展開 

2. 大学としての機能別分化と個性化 

3. 教育と研究の高度化 

4. 教育組織と研究組織の再編による柔軟な教育研究体制の構築 

5. 革新的な大学の運営 

 

◎ 教育に関する取組 
☆ 生物圏科学研究科附属瀬戸内圏フィールド科学教育研究センター西条ステーション（農場）が，文部科

学大臣により「教育関係共同利用拠点」に認定（平成 22 年 6 月） 

☆ 平成 23 年度入学者選抜から，科学オリンピックを利用したAO 入試の導入を決定（平成 22 年 6 月） 

☆ 学部の授業映像をWeb で一般公開するサービスを開始（平成 22 年 8 月） 

☆ 海外渡航の経験の少ない学部新入生を対象に，海外の交流協定大学でのミニ留学体験型研修制度

「START プログラム」を導入［第１回（オーストラリア：20 名），（第２回（ベトナム：24 名）） 

☆ 教養教育の具体的な改革策として「教養教育改革の骨子」を策定（平成 22 年 9 月） 

☆ 中央図書館に整備した新しいかたちの学習スペースであるラーニングコモンズ「（ビブラ）」が第 23 回日

経ニューオフィス賞特別賞を受賞（平成 22 年 9 月） 

☆ 大学会館２階のキャリアセンター跡地を学生用フリースペースとして整備し，西第１福利会館にも多目

的ホールを２室整備（平成 22 年 12 月） 

☆ アクセシビリティリーダー育成プログラムを教職員も受講可能となるよう再編し，教職員を含めた 75

名の資格取得者を認定（平成 23 年 3 月） 

☆ 教養教育改革の一環として，平和科目を新設・必修化，英語科目・情報科目を充実させた新カリキュラ

ムがスタート（平成 23 年 4 月） 

☆ 経済的に困窮する学力優秀な学生を支援するため，広島大学基金を財源とした「広島大学修学継続奨励 

金」（奨学金支給）制度を創設（平成22年12月） 

☆ 競争的資金の獲得 

・大学教育・学生支援推進事業【テーマA】大学教育推進プログラム：平成 22 年度  1 件採択 

    「次世代の歯科医療を拓くバイオデンタル教育」（歯学部） 

 

◎ 研究に関する取組 

☆ 学内共同教育研究施設として「サステナブル・ディベロップメント実践研究センター」を設置（平成 22

年 6 月） 

☆ 第１回「日本学術振興会育志賞」を大学院生物圏科学研究科の博士課程後期学生が受賞（平成 23 年 2 月） 

☆ 平成 23 年度科学技術分野の文部科学大臣表彰に広島大学から３名（理学研究科：２名，医歯薬学総合研

究科：１名）が受賞（平成 23 年 4 月） 

☆ 生物圏科学研究科の精密実験圃場内に日本鶏保護増殖舎を竣工（平成 23 年 5 月） 

☆ 競争的資金の獲得 

○(独)日本学術振興会 

・最先端・次世代研究開発支援プログラム：平成 23 年度４件採択 



・頭脳循環を活性化する若手研究者海外派遣プログラム：平成 22 年度１件採択 

○(独)科学技術振興機構 科学技術振興調整費：平成 22 年度２件採択 

 （「女性研究者養成システム改革加速」，「若手研究者自立的研究環境整備促進」） 

 

◎ 社会貢献・国際戦略に関する取組 

☆ 産学連携で，むし歯菌・歯周病菌を同時に抑制する新しいヨーグルトを開発（平成 22 年 9 月） 

☆ Web を活用した対外的広報を充実の充実に向けて，広島大学公式ツイッターを開始（平成 22 年 10 月） 

☆ 増加傾向を示す利用者の利便性向上を目指し，東京オフィスを拡充（平成 22 年 11 月） 

☆ 地域社会・地域産業界への貢献を目的に「産学官連携推進研究協力会」を設立（平成 22 年 11 月） 

☆ 近畿大学と大学間交流に関する包括協定を締結（平成 22 年 12 月） 

☆ マツダ株式会社と包括的連携に関する協定を締結（平成 23 年 2 月） 

☆ 福島第１原発事故に伴う協力関係構築のため，福島県立医科大学と連携協定を締結（平成 23 年 4 月） 

 ☆ 放射能に関する正確な情報を一般の方にも広く発信するため「放射能対策基本情報ポータルサイト」を

開設（平成 23 年 4 月） 

☆ 新たな国際協力研究拠点の開設 

・ 「広島大学バンドンセンター」をインドネシア・バンドン市に設置（平成 22 年 7 月） 

☆ 新たな大学間国際交流協定の締結 

・ 台湾の台北医学大学と大学間交流協定を締結（平成 22 年 7 月） 

・ サンパウロ大学（ブラジル）と大学間交流協定を締結（平成 22 年 9 月） 

・ 清華大学（中華人民共和国）と大学間交流協定を締結（平成 22 年 10 月） 

・ ベトナムのホーチミン市医科薬科大学と大学間交流協定を締結（平成 22 年 11 月） 

 

◎ 病院に関する取組 
☆ 国際原子力機関の緊急時対応援助ネットワーク（RANET）の専門機関に登録（平成 22 年 6 月） 

☆ 広島県内で初めての脳死肝移植を実施（平成 22 年 11 月） 

☆ 東北地方太平洋沖地震の被災地に緊急被ばく医療派遣チーム等を派遣（平成 23 年 3 月） 

☆ 広島大学病院レジデントハウス「梁山泊」を開所（平成 23 年 3 月） 

☆ ひろしま医工連携・先進医療イノベーション拠点を開所（平成 23 年 4 月） 

 

◎ 管理運営に関する取組 

    ☆ 可搬型記録媒体に起因する情報漏洩対策として，常勤の教員を対象にセキュリティ対策を施した「セキ 

ュアUSB メモリ」を一斉配布（平成 22 年 6 月） 

☆ 学生に対して本学の財務状況を分かりやすく説明することを目的とした第２回広島大学ファイナンスカ

フェを開催（平成 22 年 12 月） 

☆ 文書館「公文書分室」を法人本部棟１階に開室（平成 23 年 1 月），国立公文書館に準ずる施設として内

閣総理大臣から指定（平成 23 年 3 月） 

☆ 「広島大学附属学校園の今後の在り方について」答申が提出（平成 23 年 3 月） 

☆ 平和科学に関する教育研究活動の充実，グローバル化を推進するための平和・国際担当の理事・副学長

を配置し，「平和・国際室」を設置（平成 23 年 4 月） 


